
平成３０年度第３回東松島市地域支え合い推進委員会 

日 時：平成３１年２月２８日（木） 
午前１０時００分～ 

場 所：東松島市矢本東市民センター 
                            多目的ホール    

次  第 

 
１．開  会 

 
２．開会挨拶                

東松島市地域支え合い推進委員会 
                   委員長 根元 藤夫 

 
３．協議事項 

  （１）東松島市生活支援体制整備事業の進捗状況について    
     ①平成３０年度活動報告について            資料 1 

 
 
     ②第２層協議体の進捗状況について           資料 2 

 
 
     ③平成３１年度事業計画について            資料 3 

 
     
 
  （２）東松島市地域支え合いフォーラム 2018 振り返りについて  資料 4 

 
 
  （３）その他 

 
４．閉会挨拶 
                  東松島市地域支え合い推進委員会 
                  副委員長 加藤 京子 

 
５．閉  会 



平成30年度　生活支援体制整備事業活動報告

地区・圏域 4月 5月 6月 7月 8月 9月

市全域

・東松島市「高齢者の生活を支え
る」地域活動一覧表作成（3月31
日現在の情報）
・仙塩地区コーディネーター情報
交換会への参加（4/19）
・生活支援体制整備事業推進協
力交付金要綱の整備
・「ふれあいサロン活動」推進事
業要領の整備
・「ふれあいサロン活動」助成金
交付要綱の整備

・平成30年度第1回東松島市地
域支え合い推進委員会（6/29）

・第1回地域支え合いフォーラム
2018ワーキンググループ（7/17）
・宮城県地域支え合い・生活支援
連絡会議への参加（7/5）
・百歳体操参加者対象アンケート

・第2回地域支え合いフォーラム
ワーキンググループ（8/3）
・社会福祉協議会支部長会議に
おいての体制整備、支援メ
ニューの説明（8/3）

・地域資源情報の整理

・地域支え合いフォーラム2018ポ
スターセッション団体の募集
※社協だより（9/1）
※市報（9/15）
・百歳体操代表者交流会（9/13）
・安心サポート事業サポーター募
集開始（9/1～）
・平成30年度第2回東松島市地
域支え合い推進委員会（9/20）

東部地
区

（赤井・
大曲）

・赤井中地区百歳体操立ち上げ
・横沼地区サロン立ち上げ支援

・社協支え合い事業説明会の実
施対象赤井、大曲（5/25）

・赤井地区協議体準備会（6/21）
・南新町百歳体操立ち上げ支援

・第2回赤井地区協議体準備会
（7/9）
・柳北地区百歳体操立ち上げ支
援

・第3回赤井地区協議体準備会
（8/6）
・横沼地区百歳体操立ち上げ支
援
・大曲版コミュニティビジネス安心
づくり事業部会議（8/21）

・赤井地区住民支え合いマップ
研修会（9/7）
・大曲版コミュニティビジネス安心
づくり事業部会議（9/10）

中部地
区

（矢本
東・矢本
西・大
塩）

・大塩裏沢百歳体操立ち上げ
・大塩塩入百歳体操立ち上げ
・上河戸若葉百歳体操立ち上げ
・上河戸一百歳体操立ち上げ
・大塩中地区百歳体操立ち上げ
・関の内三サロン立ち上げ支援

・下町一百歳体操立ち上げ
・大塩大島百歳体操立ち上げ
・谷地地区サロン立ち上げ支援
・関の内西地区サロン立ち上げ
支援

・社協支え合い事業説明会の実
施対象矢本東、矢本西、大塩
（6/1）

・上河戸一区シルバーメイト事業
立ち上げ支援

西部地
区

（小野・
野蒜・宮
戸）

・野蒜ヶ丘一百歳体操立ち上げ ・社協支え合い事業説明会の実
施対象小野、野蒜、宮戸（6/6）
・野蒜ヶ丘3丁目サロン「春カラオ
ケ会｣立ち上げ支援

・月浜地区百歳体操立ち上げ支
援

・野蒜地区協議体準備会（8/31） ・小野地区住民支え合いマップ
研修会（9/6）

※上記の他、各地域で実施しているサロン活動への訪問・参加をしてニーズや活動状況の把握をしております。



地区・圏域 １０月 11月 １２月 １月 ２月 ３月

市全域

・生活支援コーディネーター研究
協議会（10/22～10/23）
・地域支え合いフォーラム参加者
打ち合わせ（10/29）
・地域支え合いフォーラム参加団
体ポスター作成支援（～10/26）

・地域資源情報の整理

・地域支え合いフォーラム2018
（11/2）
・宮城発これからの福祉を考える
全国セミナー（11/16）
・地域支え合いフォーラム2018参
加団体情報交換会（11/30）

・東根市体制整備事業視察研修
（12/10）
・三市三町生活支援コーディネー
ター情報交換会（12/11）
・登米市「我が丸」情報交換会
（12/18）

・宮城県地域福祉コーディネート
中堅研修（1/21～1/22）

・石巻圏域2市1町生活支援コー
ディネーター情報交換会
・宮城県地域生活支援推連絡会
議（2/14）
・福祉まるごと相談会（2/23）
・平成30年度第3回東松島市地
域支え合い推進委員会（2/28）

東部地
区

（赤井・
大曲）

・赤井下地区百歳体操立ち上げ
・第1回赤井地区協議体（10/3）
・大曲地区コミュニティビジネス安
心づくり事業部会議（10/10）
・東部地区いきいき百歳体操交
流大会（10/18）

・大曲地区コミュニティビジネス安
心づくり事業部会議（11/8）
・第2回赤井地区協議体（11/22）

・大曲地区コミュニティビジネス安
心づくり事業部会議（12/13）
・第3回赤井地区協議体（12/13）

・大曲地区コミュニティビジネス安
心づくり事業部会議（1/10）
・第4回赤井地区協議体（1/25）

・大曲地区コミュニティビジネス安
心づくり事業部会議（2/13）
・赤井まちづくりデーにおいて支
え合いのまちづくりについての事
業説明（2/14）
・第5回赤井地区協議体（2/21）

中部地
区

（矢本
東・矢本
西・大
塩）

・大塩表地区百歳体操立ち上げ ・東大溜地区百歳体操立ち上げ
・中部地区・大曲地区見守りマッ
プ研修会（12/14）
・大塩地区生活支援体制整備事
業説明（12/20）

・手招地区百歳体操立ち上げ
・矢本西地区生活支援体制整備
事業説明（1/23）

西部地
区

（小野・
野蒜・宮
戸）

・第3回野蒜地区協議体準備会
（10/17）

・第4回野蒜地区協議体準備会
（11/15）

・小野地区生活支援体制整備事
業説明（12/4）
・宮戸地区生活支援体制整備事
業説明（12/3）
・野蒜・宮戸地区見守りマップ研
修会（12/13）

※上記の他、各地域で実施しているサロン活動への訪問・参加をしてニーズや活動状況の把握をしております。
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平成 30 年度第２層協議体及び準備会進捗状況 

赤
井
地
区 

第１回準備会 
日時：6 月 21 日（木） 
   午前 10 時～正午 
場所：赤井市民センター 
参加者：12 名 
内容：自己紹介、活動紹介 
日頃感じていること 

第 2 回準備会 
日時：7 月 9 日（月） 
   午前 10 時～正午 
場所：特別養護老人ホーム 
   やもと赤井の里 
参加者：13 名 
内容：赤井地区の良いところ 

若者の地域参加、施設見学 

第 3 回準備会 
日時：8 月 6 日（月） 
   午前 10 時～正午 
場所：柳北地区センター 
参加者：13 名 
内容：協議体の目的共有。 
協議体のキャッチフレーズ“赤井

はひとつ おせっ会”に決定 

第１回協議体 
日時：10 月 3 日（木） 
   午前 10 時～正午 
場所：グループホーム日和 
参加者：12 名 
内容：自己紹介、活動紹介 
協議体の進め方について、メンバ

ーで感じている事を共有 
第 2 回協議体 

日時：11 月 22 日（木） 
   午前 10 時～正午 
場所：赤井市民センター 
参加者：14 名 
内容：東松島市地域福祉推進計画

の理念の共有。 
赤井地区の現状と前回協議体の際

に出た意見の整理 

第 3 回協議体 
日時：12 月 13 日（木） 
   午前 10 時～正午 
場所：赤井市民センター 
参加者：11 名 
内容：地域の 70 代以上の方々と女

性の方々の活躍の場創造について。

「地域住民の生きがいづくり」につ

いて 

第 4 回協議体 
日時：1 月 25 日（木） 
   午前 10 時～正午 
場所：赤井市民センター 
参加者：24 名 
内容：自治協議会福祉部会と協議

体メンバーによるワークショップ

テーマ「地域活動をやっていてよ

かったこと」「地域活動で困ってい

ること」「協議体と一緒に取り組み

たいこと」 

第 5 回協議体 
日時：2 月 21 日（木） 
   午前 10 時～正午 
場所：赤井市民センター 
参加者：12 名 
内容：前回のワークショップで出

た意見の振り返り。 
赤井地区版、いきがい情報誌の発

行について 

 
 
 



平成 30 年度第２層協議体及び準備会進捗状況 

大
曲
地
区 

大曲版コミュティビジネス委員

会 
安心づくり事業部 
日時：8 月 21 日(火) 

午後 7 時～午後 9 時 
場所：大曲市民センター 
参加者：14 名 
内容：地域ケアシステム及び施策

としてのシルバーメイト事業に

ついて 
 

大曲版コミュティビジネス委員会 
安心づくり事業部 
日時：9 月 10 日(月) 

午後 7 時～午後 9 時 
場所：大曲市民センター 
参加者：14 名 
内容：地域見守り活動の状況と必要

性について  
 
 

大曲版コミュティビジネス委員会 
安心づくり事業部 
日時：10 月 10 日(月) 

午後 7 時～午後 9 時 
場所：大曲市民センター 
参加者：14 名 
内容：地域支え合い活動事例紹介 
滋賀県高島市見守り活動、仙台市南

光台オレンジネット活動  
 

大曲版コミュティビジネス委員会 
安心づくり事業部 
日時：11 月 8 日(木) 

午後 7 時～午後 9 時 
場所：大曲市民センター 
参加者：15 名 
内容：各自治会事業一覧からの報

告 
① サロン活動事業 
② 防犯パトロール事業 
③ お手伝い事業  

大曲版コミュティビジネス委員

会 
安心づくり事業部 
日時：11 月 27 日(火) 

午前 9 時 30 分～午前 11 時

場所：中央サポートセンター 
参加者：5 名 
内容：健康づくり・生きがいづく

り啓発パンフレット作成打合せ  

大曲版コミュティビジネス委員会 
安心づくり事業部 
日時 12 月 13 日(木) 

午後 7 時～午後 9 時 
場所：大曲市民センター 
参加者：11 名 
内容：サロン活動に対する安心事業

部のかかわり方について 
パンフレット作成について  

大曲版コミュティビジネス委員会 
安心づくり事業部 
日時：1 月 10 日(木) 
      午後 7 時～午後 9 時 
場所：大曲市民センター 
参加者：13 名 
内容：パンフレット作成状況 
円滑な見守り活動の実施について 
 

大曲版コミュティビジネス委員会 
安心づくり事業部 
日時：2 月 13 日(水) 

午後 7 時～午後 9 時 
場所：大曲市民センター 
参加者：15 名 
内容：協議体の役割について共有

支え合いマップを活用した見守り

活動について  
 

 



平成 30 年度第２層協議体及び準備会進捗状況 
 第１回準備会 

日時：8 月 31 日（金） 
   午前 10 時～正午 
場所：野蒜市民センター 
参加者：12 名 
内容：自己紹介、参加者メンバー

の地域活動紹介、日頃感じている

こと 

第 2 回準備会 
日時：9 月 28 日（金） 
   午前 10 時～正午 
場所：特別養護老人ホーム 
   不老園 
参加者：12 名 
内容：参加メンバーの活動紹介、前

回の振り返り。野蒜地区で実施して

いる活動について情報共有 

第 3 回準備会 
日時：10 月 17 日（水） 
午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分

場所：野蒜市民センター 
参加者：10 名 
内容：協議体の目的共有及び協議

体のあり方について情報共有 
地域での活動状況について情報共

有 

第 4 回準備会 
日時：11 月 15 日（木） 
午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分 

場所：野蒜市民センター 
参加者：7 名 
内容：協議体の目的共有及び協議

体のあり方について他自治体の情

報を紹介し情報共有。 
地域活動団体の可視化、啓発方法

について 
今年度に関しては 3 地区で協議体の設置に向け準備会～協議体を実施。 
次年度は残りの矢本東地区、矢本西地区、大塩地区、小野地区、宮戸地区の 5 ヶ所で協議体を設置していく予定。 
地域の状況に合わせながら既存の会議体での話し合いも含めて設置していく予定としております。 
今年度 5 地区への動きとしては下記の通り 

矢本東地区 市民センターへ次年度社協事業の説明。年度末 3 役会議において体制整備事業と協議体設置に向けた社協の取り組みを説明予定。 
矢本西地区 1/23 まちづくり協議会役員へ地域の現状と事業説明。今後役員会において設置に向け継続協議 
大塩地区 12/20 市民センターへ体制整備事業と大塩地区の現状について説明。今年度コーディネーターが地域の福祉活動キーパーソンを

ピックアップし協議体のメンバー候補について市民センターと相談していく予定。 
小野地区 12/4 市民センターへ社会福祉協議会の活動、次年度に向けた取り組みについて説明 
宮戸地区 12/3 市民センターへ社会福祉協議会の活動、次年度に向けた取り組みについて説明 

 



パンフレット・ポスターの作成
全市的なものを作成　地域版の作成
（地域共生社会と地域包括ケアシステムについて）

パンフレット配布・ポスターの掲示
関係事業所へ設置依頼及び設置
自治会やサロンにおいて配布

広報誌への体制整備事業についての理解・啓発
市報で包括ケアの枠組みついて紹介
社協だよりにおいて地域の活動状況の紹介
生活支援体制整備事業についての取り組み掲載

支部長への制度説明会の開催
社協支部長等への制度説明
（対象：社協支部長（自治会長）、民生委員、保健推進員
等）

市民研修会の開催　※31年度地域支え合いフォーラムの開催
市民研修会の企画、パネリスト調整、研修会の運営

協議体の開催
説明事項の整理、関係資料作成、会議録の作成
議題設定

新規メンバー候補、バックアップ者（活動者、団体、企業）
への事業説明

説明事項の整理、説明資料作成

会議開催案内、広報、通知文の作成 案内文の原本作成、発送

市への報告及び情報の発信 報告書の作成、協議会後の報告、情報発信の方法検討

準備会メンバーの人選 メンバー（案）の作成、候補者への説明

準備会参加者への協議体趣旨理解・勉強会 勉強会内容、説明資料の作成、メンバーへの案内

協議体運営のルール作り、ありたい地域像についての共有
協議体メンバーの人選

会議の進行役、ルール（案）の作成

会議開催案内、通知文の作成 案内文の原本作成、発送

会議の運営 会議録の作成、会議の議題設定、関係資料の作成

自治協議会との連携、報告 報告書の作成

協
議
体
運
営
に
関
す
る
こ
と

第1層協議体
（年４回）

第2層協議体
（地区ごと）

※31年度末までに8エリアに協議体を整備
自治会の単位で集いの場、見守り事業を展開

１１月 １２月 １月 ２月 ３月

制
度
の
周
知
に
係
る
も
の

住民へ制度の働きかけ

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

平成31年度　生活支援体制整備事業年間事業計画（案）

大項目 中項目 小科目 担当 ４月

社協だよりにおいては定例で記事掲載

←随時実施→

5月下旬～6月上旬（3地区）

フォーラムの企画調整

ワーキンググループ立ち上げ

チラシ作成・案内発送

11月上旬～中旬開催

11月上旬～中旬フォーラム6月上旬第1回委員会 2月下旬第3回委員
会

新規委員候補者・委員会バックアップ団体への説明は随時

体制整備事業啓発チラシ見直し

コーディネーター啓発チラシ見直し

体制整備事業市の概要更新

地区啓発チラシ作成

←随時各支部長を訪問し説明実施→

参加団体調整、講師調整

フォーラムリーフレット作成

9月中旬第2回委員
会



地域へ関わる（情報収集）
支援組織、支援活動団体の把握

各地区の高齢者が集まる場への訪問、把握した場所
把握している状況について資料作成

地域資源の分類、整理表の作成 分類表の原本作成（寒河江市をモデルに）、整理

行政庁内の情報集約 各部署の情報を収集し地域アセスメント表の作成

地域ケア会議への参画 地域ニーズ把握、ニーズの整理、課題の抽出

住民・事業所対象アンケートの実施 ニーズ調査、アンケート表の原本作成、アンケート集計

商工会事業所等民間のサービス状況把握 事業所訪問調査

専門職と関わる・つながる
事業所訪問し情報の共有
なんでも相談所（まるごと相談会）を通じた連携

住民との懇談の機会を設ける
サロン・集いの場、見守り会議等への参画
ボランティア団体・個人との交流会等への参加

既存のヒアリング、アンケート調査の分析
復興再生ビジョンと地域福祉アンケート分析
課題のカテゴリー整理（生活支援、参加、見守り）

情報の発信 活動状況の紹介冊子作成 活動状況の冊子作成

課題の抽出 訪問時やケア会議で出た課題を整理する

課題の整理 抽出した課題の整理

課題への対応策 課題の分類（課題に対しての役割の明確化）

情報の広報 社協だより、ＨＰ、市報等での広報

各種研修会への参加生活支援コーディネーターの資質向上に関すること

１２月 １月 ２月 ３月

支
援
ニ
ー

ズ
の
把
握

、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
把
握

ニ
ー

ズ
と
サ
ー

ビ
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
関
す
る
こ
と

地域資源の把握

課題の抽出

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月大項目 中項目 小科目 担当 ４月 ５月

アンケート実施アンケート作成

情報の分析

集計

集
計

集
計

←随時実施、毎月の月次報告にて集計→

←随時実施→

包括主催の地域ケア会議へ参画

←東部地域包括支援センター、西部地域包括支援センター、くらし安心サポートセンター、障害相談事業所等と情報の共有。随時実施→

←随時実施→

←随時実施→

←情報収集随時実施→

←随時実施→

サロン活動団体対象

地域福祉推進計画の策定と合わせて
実施

集計事業所の訪問調査

←社協だよりにて継続してサロン情報の発信→ 年間分の編
集

←随時実施→

←協議体の中で共有し分類→



東松島市地域支え合いフォーラム 2018 実施報告 

 

開催日時  平成 30 年 11 月 2 日（金）13 時 30 分～16 時 00 分 

場  所  東松島市矢本東市民センター 

来場者数  245 名 

主  催  東松島市地域支え合い推進委員会 

共  催  東松島市、社会福祉法人 東松島市社会福祉協議会 

後  援  ぱんぷきん株式会社、赤井地区自治協議会、大曲まちづくり協議会 

      矢本ひがしネットワークコミュニティ、矢本西コミュニィ協議会、大塩自治協議会 

小野地域まちづくり協議会、野蒜まちづくり協議会、宮戸コミュニティ推進協議会 

東松島市民生委員児童委員協議会、東松島市レクリエーション協会 

東松島市老人クラブ連合会、NPO 法人 東松島まちづくり応援団 

いしのまき農業協同組合、有限会社 アグリードなるせ、医療法人 医徳会 

学校法人 東北文化学園大学 

内  容  

 第 1 部 ポスターセッション 13 時 30 分～14 時 30 分 

 市内の地域支え合い活動を推進する上で、他団体の活動等を知り参加者の地域で活動を展開するヒン

トになる事を目的とし、市内で支え合いの地域活動をおこなっている 6 団体の活動をポスターで紹介、

活動発表をおこなった。来場者に投票チップを受付で渡し、共感する活動に投票してもらい活動のグラ

ンプリ、準グランプリを決定 

 参加団体 

 ①やすらぎコーナー（柳地区）②ありあけだんらん食堂（柳北地区）③野菜っこクラブ（東名地区） 

④大溜ひばり会（大溜地区）⑤大曲地区自治会（大曲地区）⑥もみじ会（大塩中地区） 

 第 2 部 シンポジウム 14 時 30 分～15 時 45 分 

 「支え合いの地域が作る明るい未来」をテーマに、地域で支え合い活動を展開している団体の活動紹

介を踏まえ、コーディネーターとシンポジストでディスカッションをおこない活動の持つ意味について

参加者間で共有。 

 コーディネーター  東北文化学園大学 医療福祉学部 教授 野崎瑞樹氏 

 シンポジスト    ぱんぷきん株式会社 代表取締役社長 渡邊智仁氏 

           新道町内会自治会       会長 片岡健治氏 

           柳北自治会          会長 昆野美津子氏 

 15 時 45 分～ポスターセッション団体の投票結果発表と表彰。 

グランプリ  大曲地区自治会 

準グランプリ 大溜ひばり会 

優秀賞    やすらぎコーナー、ありあけだんらん食堂、野菜っこクラブ、もみじ会 

表彰後フォーラムについて東北文化学園大学野崎教授より総評。 

16 時閉会 

 当日の様子については、別紙の通り 
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社協関係者 


